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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）

中
越
地
震
、
イ
ン
ド
洋
大
津
波
な
ど
、
自
然
災
害
の
脅
威
を

ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
２
０
０
４
年
。
そ
し
て
２
０

０
５
年
は
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
１０
年
。
災
害
へ
の
備
え
と

復
興
へ
の
知
恵
を
災
害
列
島
に
生
き
た
先
人
に
学
び
た
い
。

「
災
害
列
島
」
日
本
で
は
江

戸
時
代
、
地
震
や
津
波
、
大
噴

火
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
襲

わ
れ
た
。
そ
の
災
害
か
ら
た
く

ま
し
く
再
起
し
た
人
び
と
が
残

し
た
記
録
が
、「
日
本
農
書
全

集
」（
全
７２
巻
）
の
〈
災
害
と

復
興
〉
Ⅰ
・
Ⅱ
の
巻
（
農
文
協

刊
）
に
収
録
さ
れ
た
多
く
の
災

害
記
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
災
害
記
は
例
外
な

く
、
被
害
体
験
を
も
と
に
、
災

害
に
関
す
る
情
報
・
防
災
技
術

を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
て
書

か
れ
た
も
の
で
、
天
変
地
異
の

生
々
し
い
惨
状
と
救
援
、
す
な

わ
ち
復
興
の
計
画
、
当
事
者
の

対
応
、
推
移
の
あ
り
さ
ま
を
綿

密
に
記
し
て
い
て
、
今
日
の
私

た
ち
が
学
ぶ
べ
き
多
く
の
も
の

を
提
供
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
災
害
記
を
読
ん

で
、
最
も
強
く
印
象
に
残
る
の

は
、
日
々
の
農
業
の
中
で
鍛
え

た
農
民
の
観
察
眼
が
、
災
害
現

象
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
現
・
奈
良
県
月

ヶ
瀬
村
の
庄
屋
六
兵
衛
が
書
い

た
安
政
の
大
地
震
の
記
録
『
大

地
震
難
渋
日
記
』（「
日
本
農
書

全
集
」
第
６６
巻
）
は
、
そ
の
観

察
眼
が
高
度
に
発
揮
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

「
揺
れ
は
、
ま
る
で
食
い
つ

い
た
ア
ブ
を
追
い
払
う
た
め
に

馬
が
腹
の
皮
を
動
か
す
よ
う
で

あ
り
、
あ
た
か
も
波
が
寄
せ
て

く
る
よ
う
な
揺
れ
方
で
あ
っ

た
。
そ
の
無
気
味
さ
は
た
と
え

よ
う
も
な
く
、
急
い
で
家
へ
帰

っ
た
が
、
家
中
の
者
も
恐
れ
お

の
の
い
て
い
た
」

「
前
の
宮
森
の
大
木
も
さ
わ

さ
わ
と
揺
れ
動
き
、
屋
敷
に
あ

る
柿
の
木
や
松
の
木
の
揺
れ
る

音
が
し
、
地
面
は
あ
た
か
も
ほ

う
ろ
く
を
両
手
で
揺
す
っ
て
豆

を
い
る
よ
う
に
揺
れ
、
ひ
っ
き

り
な
し
に
揺
り
戻
し
た
」

リ
ア
ル
な
描
写
は
、
災
害
の

記
録
を
子
々
孫
々
に
伝
え
た
い

と
い
う
迫
力
に
満
ち
て
い
る
。

現
・
三
重
県
浜
島
町
の
庄
屋

・
市
兵
衛
は
、
同
じ
安
政
の
大

地
震
に
よ
る
津
波
の
被
害
記
録

を
残
し
て
い
る
。
津
波
の
被
害

は
大
き
か
っ
た
が
、
対
応
も
早

か
っ
た
。
市
兵
衛
は
反
省
も
子

孫
へ
の
教
訓
も
忘
れ
な
い
。

「
今
回
の
地
震
の
さ
い
に
は
、

そ
の
前
の
六
月
十
四
日
の
地
震

の
と
き
に
津
波
が
な
か
っ
た
た

め
多
少
の
油
断
が
あ
り
、
昔
か

ら
の
言
い
伝
え
に
は
、
地
震
の

あ
と
は
必
ず
津
波
が
く
る
と
あ

り
、
心
が
け
の
よ
い
者
は
早
々

と
津
波
に
備
え
た
が
、
中
に
は

油
断
し
て
い
た
者
も
多
い
」

「
今
か
ら
一
五
〇
年
以
前
の

宝
永
四
年
に
、
こ
の
よ
う
な
大

地
震
と
津
波
が
あ
っ
た
と
い
う

記
録
の
控
え
が
、
他
村
や
鳥
羽

藩
に
は
あ
る
と
聞
く
が
、
当
村

に
は
何
の
覚
書
も
残
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
度
の

地
震
・
津
波
に
つ
い
て
の
く
わ

し
い
記
録
を
残
し
て
お
く
こ
と

に
す
る
」

「
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
、

こ
の
経
験
を
肝
に
銘
じ
、
万
一

今
度
の
よ
う
な
地
震
・
津
波
が

き
た
と
き
は
、
老
人
や
子
供
、

牛
な
ど
は
早
々
に
小
田
山
あ
た

り
の
高
地
に
避
難
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
と
き
に

は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

欲
ば
っ
た
こ
と
は
考
え
ず
に
、

必
ず
す
ぐ
に
逃
げ
る
こ
と
」

災
害
は
「
忘
れ
た
こ
ろ
に
や

っ
て
く
る
」の
で
は
な
く
、「
必

ず
や
っ
て
く
る
」も
の
で
あ
り
、

防
災
の
基
礎
は
、
自
然
に
対
す

る
観
察
眼
と
経
験
を
後
世
に
残

す
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
教
え
て

い
る
。

日
本
に
は
こ
の
よ
う
な
記
録

が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の

で
、イ
ン
ド
洋
大
津
波
で
も「
ツ

ナ
ミ
」
が
共
通
語
に
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

災
害
の
経
験
と
記
録
を
み
ず

か
ら
の
も
の
と
し
て
い
た
が
ゆ

え
に
、
安
政
の
大
津
波
の
大
惨

事
か
ら
多
く
の
村
人
の
命
を
救

っ
た
話
が
戦
前
の
「
小
学
国
語

読
本
」
に
載
っ
て
い
た
こ
と
を

『
江
戸
時
代

人
づ
く
り
風
土

記

第
３０
巻

和
歌
山
』（
農

文
協
刊
）
が
伝
え
て
い
る
。
そ

れ
は
「
稲
む
ら
の
火
」
と
い
う

話
で
あ
る
。「
稲
む
ら
」と
は
、

刈
っ
た
稲
ま
た
は
稲
ワ
ラ
を
積

み
重
ね
た
も
の
。

現
・
和
歌
山
県
有
田
郡
広
川

町
の
名
望
家
浜
口
儀
兵
衛
（
梧

陵
）
は
、
大
津
波
に
襲
わ
れ
て

夜
の
闇
の
中
を
漂
流
し
て
い
た

人
に
対
し
、「
道
端
の
稲
む
ら

に
火
を
つ
け
て
回
り
、
漂
流
者

た
ち
に
安
全
な
地
の
あ
り
か
を

示
し
、多
く
の
人
命
を
救
っ
た
」

の
で
あ
る
。

弘
化
四
年
に
起
こ
っ
た
「
弘

化
大
地
震
」（「
善
光
寺
地
震
」

と
も
い
う
）
の
記
録
『
弘
化
大

地
震
見
聞
記
』（「
日
本
農
書
全

集
」
第
６６
巻
）
に
付
さ
れ
た
虚

空
蔵
山
の
崩
落
の
図
。
こ
の
崩

落
に
よ
っ
て
千
曲
川
支
流
の
犀

川
が
せ
き
止
め
ら
れ
た
（
図
の

右
側
の
上
流
は
湖
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
）。湛
水
は
日
々
水
か

さ
を
増
し
、
二
〇
日
後
に
は
大

決
壊
を
起
こ
し
、
下
流
の
川
中

島
平
は
大
洪
水
に
襲
わ
れ
た
。

本
書
に
は
、
地
震
の
発
生
か

ら
、
山
の
崩
落
と
そ
の
被
害
、

復
興
事
業
、
生
活
の
安
定
か
ら

死
者
の
供
養
ま
で
、
一
〇
枚
の

挿
絵
を
ま
じ
え
て
一
部
始
終
が

詳
述
さ
れ
て
い
る
。

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
の

浅
間
山
の
噴
火
は
、
浅
間
山
噴

火
史
上
で
最
大
級
の
も
の
で
あ

り
、
日
本
の
噴
火
史
上
で
も
最

大
級
の
一
つ
だ
っ
た
。し
か
し
、

人
び
と
は
こ
の
大
災
害
を
乗
り

越
え
て
復
興
を
と
げ
て
き
た
。

こ
の
噴
火
と
被
災
・
復
興
の
経

過
を
知
る
こ
と
は
、
火
山
国
日

本
に
住
む
私
た
ち
に
多
く
の
教

訓
を
与
え
て
く
れ
る
。

『
浅
間
大
変
覚
書
』
は
噴
火

の
開
始
か
ら
大
噴
火
に
至
る
経

過
、
大
噴
火
の
様
子
、
被
災
状

況
、
幕
府
に
よ
る
検
分
・
復
興
、

周
辺
住
民
に
よ
る
援
助
・
褒
賞
、

噴
火
後
の
物
価
高
騰
、
飢
饉
に

至
る
ま
で
を
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ

え
な
が
ら
記
述
し
て
い
る
。

こ
の
噴
火
に
よ
っ
て
、
多
く

の
死
者
が
出
、
家
屋
が
破
壊
さ

れ
、
耕
地
が
埋
め
ら
れ
、
さ
ら

に
は
道
路
や
用
水
路
な
ど
も
破

壊
さ
れ
た
。
浅
間
山
麓
の
村
々

は
早
急
に
そ
の
復
旧
を
は
か
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。し
か
し
、

そ
れ
は
人
び
と
の
手
に
余
っ

た
。
そ
こ
で
領
主
や
代
官
に
そ

れ
ぞ
れ
援
助
を
願
い
出
た
。

「
天
明
三
年
十
月
か
ら
救
済
事

業
を
兼
ね
た
田
地
の
復
興
事
業

が
鎌
原
村
か
ら
始
ま
っ
た
。
復

興
費
用
と
し
て
、
田
地
一
畝
に

つ
き
銭
一
七
文
が
支
給
さ
れ

た
。
ま
た
、
一
畝
の
復
興
に
は

人
夫
が
一
〇
人
必
要
と
さ
れ
、

近
辺
の
村
々
の
人
々
が
人
夫
に

な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、

賃
金
を
も
ら
っ
た
の
で
、
そ
の

年
の
冬
は
な
ん
と
か
し
の
ぐ
こ

と
が
で
き
た
」

こ
れ
に
よ
っ
て
人
び
と
は
多

少
息
を
つ
く
こ
と
が
で
き
た

が
、
そ
れ
は
十
分
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
噴
火
に
加
え
て
、

こ
の
年
は
冷
害
で
大
不
作
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
飢
饉
が
現

実
の
も
の
に
な
っ
た
。

「
そ
こ
で
人
々
は
、
山
に
入
っ

て
木
や
草
の
根
を
掘
っ
た
り
、

草
原
で
う
る
い
の
枯
れ
葉
を
拾

い
集
め
た
り
し
た
。
ま
ず
第
一

に
わ
ら
び
の
粉
、
く
ず
の
根
、

や
ど
り
ぎ
…
食
べ
ら
れ
る
も
の

は
何
で
も
と
り
尽
く
す
ま
で
取

っ
て
食
べ
た
が
、
そ
れ
で
も
生

命
を
維
持
す
る
こ
と
は
む
ず
か

し
く
、
吾
妻
谷
の
村
々
に
は
餓

死
し
た
人
が
多
数
あ
っ
た
」

こ
れ
を
見
て
、
近
隣
の
小
兵

衛
、
長
左
右
衛
門
、
安
左
衛
門

と
い
っ
た
有
力
農
民
が
全
財
産

を
投
げ
打
っ
て
援
助
の
手
を
差

し
延
べ
た
。

幕
府
も
重
い
腰
を
上
げ
、
熊

本
藩
に
「
御
手
伝
い
普
請
」
を

命
じ
、
約
一
〇
万
両
を
拠
出
す

る
こ
と
を
求
め
た
。
藩
で
は
そ

れ
を
領
民
に
「
寸
志
金
」
と
い

う
名
目
の
寄
付
を
募
っ
て
調
達

し
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

こ
の
復
興
工
事
費
用
の
大
半

は
、
じ
つ
は
熊
本
藩
の
領
民
が

負
担
し
た
の
で
あ
る
。

一
〇
年
前
の
阪
神
淡
路
大
震

災
の
年
は
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
伝
統
は
江
戸
時
代
か
ら

あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
災
害
列
島

で
は
人
び
と
は
相
見
互
い
で
生

き
て
き
た
の
で
あ
る
。

災
害
時
、
何
よ
り
必
要
な
の

が
食
べ
も
の
。
足
り
な
け
れ
ば

飢
饉
と
な
る
。
そ
こ
で
江
戸
時

代
か
ら
救
荒
食
の
知
恵
が
連
綿

と
語
り
継
が
れ
て
き
た
。

中
で
も
有
名
な
の
が
「
日
本

農
書
全
集
」
に
収
録
さ
れ
て
い

る
岩
手
の
一
関
藩
の
藩
医
・
建

部
清
庵
に
よ
る『
民
間
備
荒
録
』

（
第
２
巻
）
と
『
備
荒
草
木
図
』

（
第
６８
巻
）。
飢
饉
時
の
草
木

の
食
べ
方
、
飢
え
た
人
び
と
へ

の
手
当
て
の
仕
方
、
飢
饉
に
備

え
て
つ
く
る
べ
き
草
木
を
説
い

て
い
る
。
後
者
に
は
、
精
密
な

挿
絵
が
付
い
て
い
て
、
現
代
で

も
図
鑑
と
し
て
通
用
す
る
貴
重

書
で
あ
る
。

ま
た
、
大
蔵
永
常
著
『
農
家

心
得
草
』（
第
６８
巻
）
は
、
天

明
三
年
と
六
年
の
飢
饉
を
経
験

し
た
永
常
が
忘
れ
た
こ
ろ
に
や

っ
て
く
る
飢
饉
へ
の
備
え
を
書

い
た
も
の
。
さ
ら
に
、
飢
饉
の

と
き
に
誤
っ
て
有
毒
植
物
を
食

べ
な
い
よ
う
に
有
毒
植
物
を
図

で
示
し
て
い
て
、
き
わ
め
て
実

用
的
な
本
で
あ
る
。

災
害
列
島
・
日
本
で
は
、
全

国
各
地
に
こ
の
よ
う
な
救
荒
食

へ
の
知
恵
が
昭
和
ま
で
語
り
継

が
れ
、
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
実
際
は
、
各
都
道
府
県
別
に

編
集
さ
れ
た
「
日
本
の
食
生
活

全
集
」（
全
５０
巻
、
農
文
協
刊
）

に
く
わ
し
い
。
ち
な
み
に
『
聞

き
書

岩
手
の
食
事
』で
は「
危

機
段
階
に
よ
る
救
荒
食
の
種

類
、
原
料
」
と
い
う
表
が
掲
載

さ
れ
、
作
物
・
山
野
の
植
物
・

海
藻
・
動
物
６０
種
ほ
ど
が
具
体

名
で
記
さ
れ
て
い
る
。『
聞
き

書

鹿
児
島
の
食
事
』
で
は
、

代
表
的
な
救
荒
植
物
・
作
物
と

し
て
、
そ
て
つ
の
澱
粉
・
田
芋

・
里
芋
と
葉
茎
・
す
ん
な
（
雑

草
）・
た
け
の
こ
が
掲
げ
ら
れ
、

詳
細
な
食
べ
方
を
書
い
て
い

る
。こ

れ
ら
災
害
と
復
興
・
救
荒

食
な
ど
の
情
報
は
、『
近
世
日

本
の
地
域
づ
く
り

二
〇
〇
の

テ
ー
マ
』（
農
文
協
刊
）
の
「
自

治
と
助
け
合
い
、
福
祉
」
の
項

目
、『
日
本
農
書
全
集

別
巻
』

（「
収
録
農
書
一
覧
・
分
類
索

引
」）
の
「
災
害
と
飢
饉
」
の

項
目
で
検
索
で
き
る
。

き
か
ら
す
う
り
の
図
。
根
か
ら
で
ん
粉
を
取
る
方
法
を
解
説

（『
備
荒
草
木
図
』
よ
り
）

天
明
三
年
の
浅
間
山
大
噴
火
の
被
災
地
を
描
い
た
絵
図
（
第
６６
巻
よ
り
。
美
斉
津
洋
夫
氏
所
蔵
）

飢
饉
に
備
え
た
と
ち
の
実
の
俵

（
�３
『
聞
き
書

岩
手
の
食
事
』

よ
り
）

語
り
継
が
れ
た「
救
荒
食
」の
知
恵

「
日
本
農
書
全
集
」

全
７２
巻
・
別
巻
１

Ａ
５
判
（
一
部
Ｂ
５
判
）、
上
製
、
箱
入

●
揃
価
４
１
１
１
０
０
円
、
別
巻
２
４
０
０
０
円

「
江
戸
時
代

人
づ
く
り
風
土
記
」

全
５０
巻
（
都
道
府
県
別
編
集
）

Ｂ
５
判
、
上
製

●
揃
価
２
２
５
０
０
０
円

「
日
本
の
食
生
活
全
集
」

全
５０
巻
（
都
道
府
県
別
編
集
）

Ａ
５
判
、
上
製

●
１
４
５
０
０
０
円

「
馬
が
腹
の
皮
を
動
か
す

よ
う
で
あ
り
」

�
�
農
民
の
観
察
眼
が
と
ら
え
た
大
地
震
の
実
情

「
津
波
が
や
っ
て
来
る
様
子
を
特
に

書
き
残
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
」

�
�
子
孫
へ
の
教
訓『
大
地
震
津
波
実
記
控
帳
』

大
噴
火
か
ら
の

復
興
記
録

�
�『
浅
間
大
変
覚
書
』

自 然 災 害 江戸時代の文書に読む

災害列島・日本に生きる知恵

（２）第１９９２号出 版 ダ イ ジ ェ ス ト２００５年（平成１７年）２月２０日


